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.

最
近
獨
逸
の
經
濟
學

‘界
に
於
け
る
鬼
才
は
マ

ッ
ク
ス
、ク
ス
，ハ！
で
あ
る

9

^

は
典
論
文

r

ブ
：
 

ロ
テ
ス
タ
ン

V

の
偷
现
思
想
ビ
資
本
生

«

の
：精
神

」

ニ)

に
於
て

.資
本
主
義

0

精
神
即
ち
資
本
主 

翁
：S

精
刺
を
理

«

す
る
に
單
な
る
營
利

.的
衝
動
：ビ

.見
做

さ

ず
し
て
寧
ろ

_偷
理
的
色
彩
を
#
す

る

Berufsidee

を
以
て
し

.た
の
，で
あ
る
。
：

，以
上
述
ぷ
る
が
如
く
資
本
主
義
な
る
槪
念
は
之
れ
を
物
的
,̂精
神
的
と
に
解
す
る
も
の
に 

ょ
つ
て
多
少
相
異
ぶ
る
も
、然
か
も
此
：爾
者
を

.

通

じ

，て

資

本

主

義

的

經

濟

方

法

、資

本

主

義

、資

本
‘

 

主
_

的
W

代
な
る
名
稱
が
事
實
上
大
企
槳
の
發
肢
を
意
味
す
る
こ
，

'

ビ
：は
明
白
な
る
こ
ビ
で
あ 

る 

o

'

.

 

:

1 

I 

• 

■
, 

' 

.

.

.

1 

Archiv fiir'sozi

巴wissenschafc unci 

Sozialpol

奈
^

ゾ
ム
パ

,
ト
敎
授
は
哲
人
力
ン
ト
が
曾
て
其
傑
著
純
理
批
判
に
於
て
述
べ
た
る

r

内
容
な
き 

M

.
索
：は
空
虛
に
し
て

.槪
念
な
き

_

照
は
窗
自
な
&

」

ビ
の
意
義
を
其
著
近
世
資
本
主
義
論
笫
一 

卷(

第
一
版

)

の
卷
頭
に
揭
げ
し
如
ぐ
、彼
は
自
己
の
槪
念
を

si
:

に
史
的
®
左
に
ょ
つ
て
透
徹
的
た 

ら
し
め
ん
ビ
せ
り

0

斯
く
し
て
彼
の
近
世
資
本
主
，義
論
第
ー
版
が
纸
世
資
本
主
義
の
發
坐
條 

件

V

し
て
吾
人
に
敎

1

し
史
的
耍
素
は
貴
金
採
掘
ど
殖
民
經
濟
ビ
地
代
の
集
穡
的
作
用
で
あ 

つ
て
、̂

に
第
三
潘
を
以

.
V

之
れ
が
最
も
重
惡
な
る
要
素
と
見
做
し
た
の
で

■あ
る
。

與
近
此
資
本
主
義
發
生
の
一
耍
素
た
る
採

_

の
事
業
は
其
歷
史
極
め

I

て
一
古
く
、紀
元
前
三
千 

年
埃
及
人
は
上
部
埃
及
テ
：、へ
ス
地
方
に
於
て
此
事
業
を
開
始
し
、紀
元
■
ヒ
千
年
ア
ッ
シ
タ
ア 

人
は
チ
グ
タ
ス
上
流
の

.

地
方
に
於
て
銅
鑛
を
登
掘
せ
し
：ビ
の
傅
戰
あ
ト
。

「

^

て
フ
.
チシア
 

の南部及希

.

臘
、ト
レ
へ
チ
：ア

地

方

に

て

金

及

銅

を

採

掘

し
#

臘
人
が
ア
ッ
チ

〗

力南 

-

d

ン
ょ

！)
.

獲
得
せ
し
銀
、®
、銅
は
一
ス
ミ
ス
ト
ク
レ
ス
を
し
て
波
斯
の
大
監
狭
に 

戰
能
ニ
百
餘
贩
の

&

造
費

^

な
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

0

«
馬
は
カ
い
々
ゴ
滅 

丨
サ
ル
チ
モ
ア
、西
班
牙
の
鑛
山
權
を
握

b

M

に
其

#

力
の
束
方

^

及
ぶ
や
小

i s 

セ
ド
ラ
ア
地
方
の
鑛
山
を
も
獲
得
す
る
に
至
づ
た
の
で
あ
る

;0
當
時
ス
ト
ラ
ボ 

(

六四五

)

論

m

近
卅
資
本
主
義
起
源
考

 

」

"

:

へ
:

:;

望

六

五

」

人
は
西
班
牙

端

の

：
ラ

，ソ
ク 

抗

せ

し

め
し 

*
0

後

シ

シ

ジ
 

細
ff
i

、
希

臌

、
マ 

第
十
六
卷
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六
四
六)

0

晚
近
价
资
本
主
義
起
源
者
:

,

第五
.號

1

六
六
，

 

I

の
記
せ
し
處
に
ょ
れ
ば
西
班
牙
の
鑛
山
の
み
で
約
四
萬
人
の
エ
夫
を
使
役
せ
ぅ
€
。
次
に

I

パ
ハ
ル
ツ

)

フ
ラ
ィ
ベ
ル
ダ
、ト
ジ
エ
ン
ト
、ィ
ダ
ラ
ウ
、ク
ッ
タ
ン
ベ
ル
グ
の
如
き
金
鈒
の
產
地

ビ

し
て
有
名
で
殊
に

'+
五
、十
六
世
紀
に
亘
つ
て
は
ア
ン
ド
レ
ア
ス
べ
ル
ダ
、ゴ
ッ
ク
ス
ベ

,

ダ、，

,
 

.

.
•

' 

.

.

—..

声
ノ
ク
斗
ツ
、シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
グ
、ァ

V

ナ
ベ

.
声
グ
、

H

K

ヒ
ム
ス
タ
レ
ル
、シユ
ツ
ジ
フ
の
如
き
豐

甯
な
る
：金
銀
鑛
發
見
せ
ら
れ
、

®

め
，に
歐
洲
に
於
け
る
貴
金
屬
の
產
額
は
著
；し
く
增
加
す
る
，に 

至
つ
た
の
で
ぁ
る
、今
、ゾ
ム

パ

，
ド
敎
授

Q

算
出
せ
し
處
に
ょ
れ
ば
塊
、句
南
國
地
方
か
ら
揮
掘 

せ
ら
れ
た
金
の

^

均
年
额
は
千
四
西
九
十
三
年
か
^
千
五
亩
ー
一

:+
:

年
造
は
五

W

五
十
八

^

麻
、
 

千
五
西
ニ
十
，

I

年
か
ら
千
五
西
四
十
四
年

.の
間
は
四
百
十
八
高

.

.麻

、
千
ー
：五

百

四

十

五

年

へ

か

ら

千
 

五
.
莨
七
十
年
迄

_は
ニ
百
七

+

九
蔣

*

、チ

_

百

六

十
:.
ー
 

年
か
ら
千
五
吉
八
十
年
迄
は
こ
胃
七
十 

九
.興
麻
、斤
五
西

<

十

r

年
か
ら
千
六
百
年
荜
は
ー

—
1-
|
へ

セ

十

九

离

麻

、
又
、
,

の
.產
额
炱
し
て
は
千 

四
西

.五
十
年
か
ら
千
五
百
年
迄
の
間
に
平
均
一
年
の
產
額
八
百
萵
麻
、千

」

一
百
五
十
年
か
ら
千

. 

四
百
五
十
年
の
間
，は

•平
均
額
五
百
脔
麻
、十
，三
世
紀

0

前
半
期

:̂
十
：一
1
狀
紀
ビ
は
平
均
三

'f
f

M

麻
、十
、十
一
兩
此
紀
ぽ
約
二
百
萬
麻
、八
、九
兩
世
組
ば
：約
：一
百
莴
麻
で
あ
る
::
:)

.酣
し
て
是
等
の
齑 

卿
を
所
領
せ
る

#
或
は
之
れ
を
發
見
し

*
,營
す
'る
も
の
に
ビ
ぅ
て
以
上
の
產
出
が
晚
接
に
咎 

良
の
財
產

VJ

化
せ
し
こ
ざ
ば
明
自
な
る
事

.實
で
あ
る
。

:
試
.み
.に
我
邦
の
歷
史
に
就
い
て
見
る 

に
S.
E
秀
吉
の
政
治
的
勢
力
の
一
部
が
鑛
山
其
蒋
に
負
ふ
處
あ
ん
し

_こ
¥:は
彼
が
之
れ
を
獨 

占
せ
し
を
以
て
知
る

■を
得
る
の
で
あ
：る
？
例
者
、南
部
游
祖
南
部
信

:it
時
代
に
於
け
る
南
部
家 

の
申
渡
の
中
に

「

只
今
の
秀
：吉
殿
下
の
仰
せ
に
依
つ

•て
見
る
と
佐

»
_の‘國
ビ
が
越
後
の
國
或
は 

越
中
の
國
或
は
信
濃
の
國
甲
斐
の
國
此
國

S

金
銀
が
出
る
が
、こ
の

"金
：銀
の
出
る
金
山
は
殿 

下
0 .
御
取
上
げ
に
な
つ
て
御
奉
行
が
附
ぃ
て

居
る」

殊
に
鑛
山
獨
占
の
政
策
を
透
撤
的
に
實
行 

し
た
も
の
は
德
川
氏
で
あ
る
？
例
啬
徳
川
家

.康
，の
如
き

Is
武
田
氏
の
：遗
E
太
：久
保
長
安
を
信 

任
し
て
.伊
見
、石
見
、佐
；渡
に
於
け
る
金
鈒
山
：を
採
掘
せ
し
め
：允
の

」

で
3)
る
0,
當
時
我
邦
に
あ
り 

し
戡
督
敎
の
師
父
が
本

.國
に
：送
つ
た
報
告
書
：中
に

r

內
府(

家
康)

は
日
本
に
於
て
も
桌
郡
に
於
て 

も
：關
東
に
於
て
も
、歷
代
の
中
に
て
、
*
も
富
.裕
：な
る
：羁
に
し

.て、巨
額
の
金
錶
を
蓄
猜
し
、之
れ
が 

像
め
到
る
處
に
頗
る
人

々
に
恐
れ

&
る、內

.府
の
：京
都

.方
面
に
：ある
：時
の
：住
居
な
る
伏
览
の

® 

に
.貨
幣
を
貯
藏
し
た
る
に
，數
箇
月
前
、其
重

*

0
爲
め
て
梁
折
れ
て

r

室
.陷
■落した

b
、此莫大 

第
i
ハ
卷

(

六四七，

)

論

跳

ac
il
t

i
£t
*

n

_ 

望
鞑
六
七
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第
!ft
號

六

八

な
る

.財
資
は
獨
：夂
諸

.人
ょ

P

の
數
多

「

の
豐
富
な
る
献
上
物
に
依
る
の
み
な
ら
ず
、重
に
日
本
に 

あ
る
處
の
數
多
：の
金
鈒
：鑛

!1
.
1ょ
り
來
る
も
の
に
し
て
內
府
は
悉
く
之
れ
を
獨
占
す
、加
之
近
賴 

K

び
發
見
せ
ら
れ
、每
年
非
常
の
高
を
掘
出
す

こ

ぐ
、
■な
れ
り
を
、斯
く
て
家
康
は
金
銀
を
獨
占 

ぜ
し
の
故
を
以
て
慶
提
六
年
銀
座
を
伏
見
に
ぼ
け
大
感
常
是
に
命
じ
て
白
銀
の
品
位
く
足
め
、
 

金
銀
貨
を
改
鑄
せ
し
め
た
以
來
慶
長
十
三
年
に

a

伏
：見

0

銀
：座
を
：京
都
；に
：移
し
、次
で
慶
長
十 

七
年
に
は
大
阪
及
畏
崎
に
も
銀
座
を
設
け
て

’
與
ら
與
國
へ
の
：渡
銀
に
對
す
る
翔
を
辨
せ
し
め 

た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
ぐ
自
己
の
權
カ

.
の
«
張
に
つ
れ
て
務
め
て
統
こ
的
貨
幣
制
搜
の
實 

緖
を
擧
げ
し
こ

S

は
マ
ル
コ
ポ
ロ
以
來
貴
金
屬
に
富
む
ふ

J
:

の
我
邦
，に
對
す
る
傅
說
を
食
際
に 

し
、家
康
の

.
商
政
を
し
て
當
時
に
：於
け
る
歐
洲

.諸
國

0

商
業
政
策
ビ
密
接
な

「

る
關
係
を
有
せ
し 

む
る
に
萊
り
、併
せ
て
家
康
が
政
治
的
甚
礎
を
裳
固
な
ら
し
む
る
に
至

0

为
，の

で
あ
る

o

彼
の 

代
地
制
度
の
纽
き
徳
川
嵇
府
の
獨
占
的
鑛
山
政
策
を
示
す
も
の
で
例
者
、

日
，
光
山
輪
王
寺

領
分
へ 

た
る
足
馬
ょ
り
銅
を
產
せ
し
を
以
て
同
寺
に
は
別
に
代
地
を
興
え
て
足
尾
を
沒
收
し
、又
、伊
豫 

別
子
は
其
初
め
西
條

rf
の
領
す
る
處
な
办
し
ギ
之
れ
を
取

I上
：げ
、風
に
攝
#
多
阳
莊
は
昔
時
ょ 

り
銀
銅
を
產
し
慕
府
時
代
に
は
淀
辦
の
有
す
る
處
な

P

レ

が
之
れ
亦
れ
蓀
府
の
手
に
收
む
る

に
I至
つ
た
の
で
あ
：る
、斯
く
の
如
く

«

府
が
全
_
の
鑛
山
に
對
し
て
自
由
に
取
上
げ
得
る
特
權 

を
上
地
ど
稱
し
た
の

.
で
ぁ
る

O

次
ぎ
に
一
個

.人
の
，場
合
に
就
き
て
は
住
友
家
の
富
が
其
祖

'毒 

齋
に
負
ふ
處
多

&

は
，明
白
な
名
事
實
に
し
て

彼

は

銅
に
含
ま
る
、
銀
を
兮
析
し
て
採
取
す
る 

法
.を
天
正
年
中
堺
沛
に

.來

り

し
白
人
に
得

'し
ど
云
ふ
こ
：と

'
で
^

：る

0
:
:觅
に
.|«
多
の
富
豪
神
堡 

宗
湛
の
祖
父

#

貞
に
就
き
て
は

「

石
城
志
卷
之
七
土
産
：門
の
下
に
博
多
鈒
ビ
題
し
て

「

博
多
鈒
一 

名
ゅ
づ
り
葉
銀

ビ

も

云
，福
蹄
西
町
、槌
屋
藤
大
衛
門
於
家

"
ド
傅
來
せ
：

.り
、重

+

九
奴
、厚

£

 

: 

分
ば
力
り
赢
は
石

E

に
し
て
書
判
あ
り
、按
に

jp
i
l0

壽
與
も
ろ
こ
し
ょ
ぅ
歸
朝
し
て
銀
座
を
は 

じ
め
し
時
此
銀
も
出
來
け
る
な
る
べ
し
、又
極
印
に
祿
二
と
あ
る
は
年
號
の
文
字
な
る

V

じ
。
 

頭
字
な
く
い

つ

の
顷
ビ
も
分
明
な
ら
す
ヒ
い
へ
ど
，
壽
貞
が
年
譜
を
以
て
考
ふ
れ
ば
享
祿
ニ 

年
な
る
ベ
き
に
や
、中
山
與
右
衛
門
ビ
い
ふ
は
銀
座
：の
名
な
る
ベ
し
。

X

は
舉
行
な
ど
の
印
な 

ら
ん
か
。
舯
尾

-
壽
：貞
は

.：傅

.多
'
の
產
也
。

其
，頃
い
ま

•
だ
日
本
に
は
金
銅
吹
分
：る
事
を
し
ら
す
し 

て
多
く
の
銅
を
明
朝
-
渡
し
吹
分

3

せ
け
る
を

*

貞
m

ひ
け
る
は
我
國

Q
,

重
賢
を
異
國
へ
渡 

す
事
、な
げ
か
し
き
わ
ざ
也

ビ

て
妻
子
を
捨
、大
明

R

A

數
十
年
が
間
留
咬

^.
け
る
に
、い
か

V

じ
；
 

た
り
け
ん
一
郡
の
あ
る
じ
ど
な
り
、思

a

の
ま
、
金
銀
の
吹
や
ぅ
及
び
錫
、鉛
ょ
り
銀
を

取

る
な

I 

竿

S
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說
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仳
資
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源
考

‘ 

第

五

練

:
ヒ
0

:

ど
傅
へ
得
：て
歸
朝
し

'諸
國
に
金
山
を
起
せ
り
、故
に
今
に
至
る
ま
で
最
初
山

.入
の
時
は
必
_
貞 

祭
h
士
い
ふ

_

を
な

.す
ビ
い
へ
り
。

又
、石
見
，國
其
外
の
か
な
山
に
も

：
#
貞

.明
神
ビ

崇
祀

る
ど 

か
や
、今
按
に
金
、鋼
、吹
分
る
事
は
本
朝
の
入
今
に
し
ら
ず
と
い
へ

i

な
れ
共
、

家

說
に
從
ひ
て 

し
る
し

得
る
、又
、近
年
、

石
見
國
が
な
山
の
葙
來
り
七
陴
多
に

S

屋
_

貞

ビ
ぃ
ひ
し
人
の
子
孫
荷
：
 

や

と
問
、同

處

に
波
‘底

寺

ど
S

 

.ふ

眞
宗
，
の
寺
あ

り
、是
を
®
造
せ
ん
ど
て

棟

札
を
^
ろ
し
見
る
に 

筑
前

|«
多
住
神
屋

«

貞

建
之
せ
^
る
よ
し
語

れ
ぅ

」

又
た

石
州

’銀
山

.舊

IB
!:「

天
文

ニ
年
大
内 

美
典
銀
山
を
領
す
る

w

き
筑
前

I®
多
よ
办
壽

.贞
ヒ
云
も
の
來
て
，初
て
鏈
を
吹
絡
し
銀

ど
：成
す 

こ
ヒ
を
仕
出
せ
り
、是
を
鈒
吹
.の
始

ど

す
、永
祿
中
毛
利
元
就
銀
山
を
：取
る
大
，開
よ
り

.上
使
.近

實 

某
毛
利
家
よ
り
三
井
某
を

&

て
銀
山
を
寧
行
す
と
云
々

&

に
歐
洲
方
丽
に
就
き
て
見
る
に

'ノ
 

ブ
ス
' 

•フ

グ
ダ
家
の
勢
力
が
鑛
山
事
業
に
歸

0

せ
し
こ
と
.は
史
上
顯
著
な
る

;'
':事
實
に
し

.て
又
、之 

れ
を
個
人
に
就
き
て
見
る
に
彼
の
ア
ウ
ク
ス
ブ

 

>
 
グ
に
於
け
；る
大
：富
豪
た
る
フ
ガ
ー
家
歷
代 

中
殊

R

家
運
の
勝
®
を
來
た
さ
し
め
し
ヤ

コ

ブ
、フ
ガ
ー
は
ゼ
ノ
ア
の
ア
ン

h

一一
 

オ、デ、力
ヴ
ソ 

ス
と
協
同
し
て
當
時
資
金
の
缺
乏
を
感

.せ
し
チ
ロ
ル
，の
領
主
デ

「

ギ
ス
ム
ン
ト
に
前
後
約
十
七 

萬
フ
ロ
リ
ン
を
貸
與
し
之
が
抵
當
と
し
て
シ
ュ
フ
ッ
ツ
鑛
山
を
獲
得
せ
し
：結
果
、此
方
面
よ
り

の
年
々
の
收
入
は
一
一
十
鹆
フ
ロ
リ
ン
に
ノ
達
し
、か
く
て
彼
は
漸
次
其
手
を
搬
げ
て
匈
牙
利
、チ
ュ 

ッ
ン
ゲ
ン
、西
班
牙
地
方
に
及
ぼ
し
爲
め
に
其
資
產
は
千
五
百

.ニ
十
七
年
に
は
ニ
两
萬
フ

P 

V 

ン
と
爲
ぅ
前
後
十
七
年
間
に
九
百
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
純
益
を
得
る
に
至

.
つ
た
の
で
あ
る
、
 

く
の
如
き

E

額
の
資
余
は
旣
に
其
以
前

^

於
て
此
企
業
を
.®營
す
る
に
相
當
な 

を
必
要
^
す
る
の
で

あ
る
。

故
に
之
れ
を
以
て
直
ち
に
近
他
資
本
主
義
發
生
の

' 

す
こ
ビ

■は
不
可
能
で
あ
る
。

K

地
經
濟
が
近
世
資
本
ま
義
の
運

_

に
く
り
て
極
：め
て
®
费
な
る
意
義
を
有
せ 

ょ
り
疑
ふ

.傭
地
な
い
の
で
あ
る
が
當
；時
に
於
け
：る
殖
民
地
經
濟
の
主
要
な
る
：獎 

迤
物
の
輸
入
名
奴
隸
商
賣

€

で
あ
る
。；
前
著
に

"就
ぎ

y

li
ァ
ク
ダ
ス
ブ
グ
ダ
の 

し
ゥ
エ

,

ザ
！

は
千
五
西
三

’
年
タ
ス
ボ
ン
に
：支
店
を
設
妨
、時
の
菊
荷
牙
王
、ド

''
ン、
 

ょ
り
印
度
貿
易
の
特
權
を
得
、を
の
翌
年
六

■萬
六
千

」

デ
4

>

.
ッ〈

ト
 

_

度
に
，赴
か
し
め
し
が
、そ
が
齋
ら
せ
し
香
料
及
®
石
は
百
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト 

て
販

.賣
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

.0
^

奚
國
は
迪

*

史
上
、奴
隸
齒

©

の
國

ビ
し
て
有 

バ
ー
ブ
ー
,
の
如

&'
偷
敦
の
如
き
ブ

ノ

ス
b 

の
如
き
何
れ
も
歐
洲
に
於
け
る 

(
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論
耽
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逝
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資
本
主
義
趄
源
考
 

.
第
:̂
號

七

i
'
M

3

れ
ど
も
斯

る
準
備
資
金 

原
形
態
ビ
な 

次
ぎ
に
酿 

;b
:z
.と
は
元 

素
は
殖

K

地 

*

當

豪

u
Ly

H

マ
ヌ
エ

,

三
艘
の
船
を 

の
純
益
を
以 

名
で
、猶
の
リ 
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論

耽
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資
本
主
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蠢
考

 

I

I

ゴニ

之
れ
が
収
引
の
中
樞
地
に

L

T:
、例
者
ギ
七
百
八
十
七
年
奴
隸
買
入
の
爲
め
逝
卵
利
加
に
赴
き 

し
同
國
•船
の
數
は
百
三
十
七
艘
其
噸
數
ニ
离
ニ
千
二
百
六
十
三
噸
奴
隸
質
入
の
爲
め
持
參
せ 

し
も
の
は
小
刀
、鐡

«

泌
藥
、綿
織
物
、羊
毛
品
、麻
布
等
に
し
て
之
れ
に

®

額
を
附
す
れ
ば
約
七

+: 

禺
磅
而
し
て
是
等
の
船
舶
に
し
て
亜
卯
利
加
の
海
岸
に
着
せ

」

る
も
の
.は
即
時
十
四
の
英
國
商 

t

を
、；
じ
て
奴
寒
の

«

入
に
從
事
せ
し
も
の
€
、

|

方
に
は
直
接
黑
奴
の
商
人
に
就
き
て
取
引

せ
し
も
の
と
あ
り
、又
奴
隸
ぽ
丁
，年
以
上
の
與
子
平
均
の
價
额
十
五
磙
命
ほ
八
週
間
航
海
の
灸

. 

西
印
度
に
上
陸
し
て
賣
渡

3

る

、
際
の
價
麵
は
三
十
五
破
、但
、航
海
の
一
途
次
に
は
疾
病
、自
殺
其 

虬
の

«?
項
の
爲
め
七
十
五
パ

1

セ
ン
ト
に
減
ず
る
を
常
ミ
し
た

0
で
あ
る
。
次
ぎ
に
是
等
の 

賣
却
せ
ら
れ
し
奴
歸
は
多
く
英

.
W
佛
等
の
殖
民
地
に
於
け
る
甘
藷
栽
培

^

從
事
せ

し

も

の

で

、 

當
時
世
人
は
彼
等
を
稱
し
て
黑
色
金
剛
石
す
な
し
殖

R

地
經
濟
上
最
も

®

0

な
る
要
素
な
ら 

し
を
見
て
も
其
意
義
の
極
め
て
大
な

6

し
こ
ど
を
知
る
を
得
る
の
で
：あ
る

C

以
上
述
ぶ
る
が
如
く
殖
民
地
經
濟
は
近
世
資
本
主
義
發
輕
上
極
め
て
虚
耍
な
る
意
義
を
言
：：
 

せ
し
こ
ど
は
事
實
な
る
も
然
か
も

.此
事
業
た
る
や
：貴
氣
屬
梂
掘
の
.場
合
ど
司
じ
：く
辑

i;
的
資

金
を
必
要
ビ
す
る
點
に
於
て
必
ず
し
も
近
世
資
本
主
義
發
生
の
根
本
的
要
素
ビ
見
る
こ
ど

不 

可
能
で
あ
る

(

未
完

} 

.
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，話

高
輪
ニ
：
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#
力
ル
ビ
ス

と
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<

—
ダ
水 

働

熱

い

コ
ー

ヒ
.—
ご

11
^

,

#
宴

#
至
便
料
理
；と
菓
子
は
御
存
じ
の
美
味


